
調査
④ 件

講座実施数） 実績 159 - - - ④ 生涯学習課資料

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

学習情報及び ①市民 ①学習情報が提供 課ＨＰへのアクセ 目標 69,000 73,000 77,000 81,000 学習成果を活 ①学習して学ん ①学習で培った知 ボランティア登録 目標 435 440 445 450
① 件 ① 人

場の提供 ②生涯学習の拠 されている。 ス数(単年度) 実績 32,677 - - - かす取組 だ市民 識、技術を社会へ 者数(単年度) 実績 273 - - -

点施設 ②学習の場が整備 生涯学習施設の利 目標 1,010 1,010 1,010 1,010 還元できる。 社会活動をしてい 目標 52.5 55 57.5 60
② 千人 ② ％

されている。 用者数(単年度) 実績 625 - - - る高齢者(単年度) 実績 42.6 - - -

目標 目標
③ ③

実績 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

青少年の健全 ①青少年 ①夢や希望を持ち 研修会等の参加人 目標 150 155 160 165 目標
① 人 ①

育成 、心豊かでたくま 数(単年度) 実績 87 - - - 実績

しく成長している 企画事業への参加 目標 500 600 700 800 目標
② 人 ②

。 者数(単年度) 実績 47 - - - 実績

目標 目標
③ ③

実績 実績

目標 目標
④ ④

実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・幅広い世代が生涯学習に取り組めるよう、様々な学習メニューを企画し、広報さのや市ホームページ、佐野ケー 【施策の取組方針達成状況】

ブルテレビ等の媒体を利用して情報を発信する。 □ 全て達成 ・広報誌での特集記事「オープン」の掲載、ホームページ、佐野ケーブルテレビ等での情報発信は実施できた。

・人材育成や学習成果を発表・還元する機会の充実を図り、学習成果を活かす取組を地域社会に貢献できる人材育 ・令和４年度は、人材育成や学習成果を発表・還元する機会として生涯学習フォーラムを開催した。
取組

成につなげる。 ■ 一部未達成 ・市民の学習ニーズの把握については、新たな学習ニーズの把握までに至らなかった。
方針

・類似する事業を統合し、市民の学習ニーズを把握しながら各種講座の充実を図る。 ・青少年を対象にした活動や青年団体の活動は、コロナ禍であったため多くの活動が実施できなかった。

・青少年を対象とした体験的な学習活動を実施するとともに、青少年の健全育成のための学習活動を実施している □ 全て未達成 ・生涯学習施設の整備については、大規模修繕にあっては計画的に実施し、軽微な修繕等にあっては必要に応じ
施

青年団体への支援を行う。 実施した。
策

・図書館・公民館等の生涯学習施設について、計画的に改修・修繕を行い、快適な学習の場の提供を行う。 【成果指標達成状況】

□ 全て達成 ・「日頃から生涯学習活動に取り組んでいる市民の割合」は34.4％で目標を達成した。

・「学習成果を還元する取組を行う市民の割合」は28.0％で目標を達成した。
成果

■ 一部未達成 ・「自分が成長し自立したと感じる新成人の割合」は100.0％で目標を達成した。
指標

・

令

「楽習講師が社会還元

和

した件数」は、159

５

件で目標未達成であっ

年

た。

□ 全て未達成

基本

度

事業名 令和4年度基本

　

事業の取組方針 基本事

施

業の取組方針・成果指

策

標達成状況 基本事業名

・

令和4年度基本事業の

基

取組方針 基本事業の取

本

組方針・成果指標達成

事

状況

学習情報及び場の

業

・幅広い世代が生涯学

マ

習に取り組め 取組方針

ネ

□ 全て達成 ■ 一部未達

ジ

成 □ 全て未達成 学習成

メ

果を活かす ・生涯楽習

ン

フォーラム、楽習講師

ト

フ 取組方針 □ 全て達成

シ

■ 一部未達成 □ 全て未

ー

達成

提供 るよう、様々

ト

な学習メニューを企画

　

成果指標 □ 全て達成 □

（

一部未達成 ■ 全て未達

令

成 取組 ェア、楽習講師

和

の企画講座・出前講 成

４

果指標 □ 全て達成 □ 一

年

部未達成 ■ 全て未達成

度

し、広報誌・インター

実

ネット・ケー 【基本事

績

業の取組方針達成状況

に

】 座及び公民館まつり

基

等を実施するこ 【基本

づ

事業の取組方針達成状

く

況】

ブルテレビ等の媒

評

体を利用して情報 ・学

価

習情報の提供として、

）

広報誌での特集記事「

 

オープン」の掲載 とに

作

より、人材育成や学習

成

成果を発 ・例年開催し

日

ている生涯学習フォー

 

ラムでは、楽習講師フ

 

ェアを同

を発信する。

令

やホームページ、佐野

和

ケーブルテレビへの掲

 

載の他、生涯学習メニ

6

表・還元する機会の充

年

実を図り、学 一事業と

 

して開催しているが、

3

コロナ禍前の内容で開

月

催できた。

・市民の学

 

習ニーズに対応した各

5

種 ューパンフレットの

日

年２回の発行を実施し

基

た。 習成果を活かす取

本

組を地域社会に貢 また

目

、学習講師企画講座や

標

出前講座、公民館まつ

名

り等は、縮小又は

講座

0

を企画し、市民や地域

4

の様々な ・市民の学習

豊

ニーズの把握について

か

は、出前講座の際の報

な

告書で行 献できる人材

心

育成につなげる。 中止

を

となった。

課題への対

育

応を図る。 っているが

み

、新たな学習ニーズの

、

把握には至らなかった

学

。 【成果指標達成状況

び

】

・図書館・公民館等

合

の生涯学習施設 ・生涯

う

学習施設の整備につい

ま

ては、中央公民館の空

ち

調設備、田沼中 ・「生

づ

涯学習ボランティア数

く

」は273人で目標未

り

達成であった。

につい

生

て、計画的に改修・修

涯

繕を行 央公民館の蓄電

学

池の修繕を行った他、

習

各地区公民館や各図書

課

館につ ・「日頃から社

政

会と関わり持つ活動を

策

している高齢者の割合

体

」は42

い、快適な学

系

習の場の提供を行う。

政

いては軽微な修繕を行

　

った。 .6％で目標未

策

達成であった。

【成果

　

指標達成状況】

・「課

名

ＨＰへのアクセス数」

0

は32,677件で目

2

標未達成であった。
基

地

・「生涯学習施設の利

域

用者数」は625,8

と

02人で目標未達成で

と

あった
本

。
事

青少年の

も

健全育成 ・青少年を対

に

象とする体験的な学習

学

取組方針 □ 全て達成 ■

び

一部未達成 □ 全て未達

育

成 取組方針 □ 全て達成

て

□ 一部未達成 □ 全て未

る

達成
業

を継続的に実施

ま

するとともに、それ 成

ち

果指標 □ 全て達成 □ 一

づ

部未達成 ■ 全て未達成

く

成果指標 □ 全て達成 □

り

一部未達成 □ 全て未達

施

成

らに高校生・大学生

策

等の青年をスタ 【基本

主

事業の取組方針達成状

管

況】

ッフとして活用し

課

リーダー養成につ ・青

長

少年を対象とした体験

施

的な学習は、新型コロ

　

ナ感染症の影響に

なげ

策

る。また、青少年健全

　

育成のた より一部のみ

名

の実施となった。

めの

0

学習活動を実施してい

1

る青年団 ・子ども会育

生

成者対象の研修講座は

活

、新型コロナ感染症の

を

影響によ

体を支援する

豊

。 り実施できなかった

か

。

・青年団対等の活動

に

支援については、新型

す

コロナ感染症の影響に

る

よ

り限定的な支援とな

生

った。

【成果指標達成

涯

状況】

・「体験学習・

学

研修会の参加人数」は

習

87人で目標未達成で

の

あった。

・「学習活動

推

実施団体が企画した事

進

業の参加者数」は47

三

人で目標未

達成であっ

関

た。

４．施策の基本情

　

報
社会情勢変化、国・

純

県の動向、市民・議会

一

意見等 施策の成果向上

施

に向けての役割分担

・

策

平成27年６月議会に

関

おいて、本市の生涯学

係

習の推進に関し、生涯

課

学習推進基本計画策定

市

後の経過と今後、 市民

民

事業所 行政

施 人材育成

生

等将来を見据えた生涯

活

学習の推進、全市的に

課

推進していくための生

、

涯学習の拠点等につい

少

ての質問 ・自らが選択

年

したことを楽しく学び

指

、自己の向 ・自らが選

導

択したことを楽しく学

セ

び、自己の ・生涯学習

ン

、社会教育への参加の

タ

啓発、生涯

策 があった

ー

。また、平成28年1

１

2月には、佐野市社会

．

教育委員から（仮称）

施

生涯学習センター設置

策

についての提 上に努め

の

る。 向上に努める。 学

目

習のメニューの充実を

的

図る。

の 言書が提出さ

と

れた。 ・地域社会の活

成

動に参加し、学習成果

果

を地域に ・地域社会の

把

活動に参加し、学習成

握

果を還元 ・社会的な課

こ

題への対応や専門知識

の

の習得な

基 ・新型コロ

施

ナウイルス感染症の発

策

生以来、感染拡大防止

は

のため、各種講座等を

、

開催できない状況が続

誰

いたが 還元する。 する

、

。 ど、社会の要請に応

何

える学習の機会を提供

を

す

本 、令和５年５月に

対

同感染症の扱いが２類

象

から５類に分類された

と

ことにより、出前講座

し

の開催等、生涯学習の

て

る。

本 推進に向けた取

い

り組みが再開できるよ

る

うになった。

情

報

５．

か

施策全体の総括・今後

対

の課題・今後の方向性

象

施策の成果実績と施策

指

の基本情報及び施策コ

標

ストに関する全体総括

単

今後の課題 今後の方向

位

性

・広報さの及びホー

R

ムページに生涯学習情

4

報を掲載、生涯学習メ

R

ニューパンフレットを

5

年２回発行し学習情報

R

を 【令和５年度で解決

6

する課題】 ①若い世代

R

が生涯学習に取り組め

7

るよう、多様な学習メ

①

ニューを用意

提供でき

自

たが、新たな学習ニー

発

ズの把握については、

的

把握には至らなかった

に

。その理由は、把握方

生

法として出前 ・生涯学

涯

習における学習ニーズ

学

の把握 し、様々な媒体

習

で周知を図る。

講座の

に

際の報告書で行ってい

取

るが、この方法だけで

り

は不十分であったと考

組

えられる。 【令和６年

ん

度以降にも引き継がれ

で

る課題】 ②学習成果を

い

自ら企画し発表できる

る

イベント等の誘致及び

状

場の提供（

　また、生

況

涯学習施設の修繕につ

を

いては、緊急性の高い

把

ものから優先的に行っ

握

てきたが、全体的には

す

多くの施設 ①３０代以

る

下の世代の生涯学習活

。

動への参加促進 講座の

①

開催等）を行い、特に

市

シニア世代が地域社会

民

に貢献できる人材

が未

①

整備となっている。今

市

後も計画的、集中的に

人

実施する必要があると

口

考えている。 ②学んだ

人

成果を発揮するイベン

1

ト等の周知及び場の提

1

供 育成やまちづくりの

5

参画につながるよう支

,

援する。

・生涯楽習フ

7

ォーラム・各種講座等

0

は、予定していた全事

0

業の開催ができたため

-

、「日頃から生涯学習

-

活動に取 ③オンライン

-

での自宅学習などIC

②

Tを活用した新たな取

学

り組み ③生涯学習にお

習

ける様々な課題に対応

成

するため、各講座の内

果

容を精査

り組んでいる

を

市民の割合」及び「学

地

習成果を還元する取組

域

を行う市民の割合」は

社

目標を達成した。その

会

理由は、 ④青少年の健

に

全な育成のために体験

還

学習の継続的な実施と

元

リーダーの し、オンラ

す

イン講座などICTを

る

活用した新たな取り組

取

みを検討する。

コロナ

り

禍にあった前年度と異

組

なり、学習成果を還元

み

する機会の提供が十分

状

であったことが考えら

況

れる。 養成 ④青少年を

を

対象とする体験的な学

把

習を継続的に実施する

握

とともに、そ

・青少年

す

を対象とした体験的な

る

学習活動は、佐野・芦

施

屋青少年交流事業及び

策

子ども会ジュニアリー

の

ダー研修会は 【令和６

目

年度重点課題】 れらに

的

高校生・大学生等の青

②

年をスタッフとして活

市

用しリーダー養成

中止

内

なり、青少年ボランテ

の

ィア研修会は例年通り

青

開催できたが、「研修

少

会等の参加人数」、「

年

企画事業への参加 ⑤生

②

涯学習の拠点である生

小

涯学習施設の整備、改

学

修 につなげる。また、

校

青少年健全育成のため

5

の学習活動を実施して

年

いる

者数」共に、目標

生

に達しなかった。また

～

、青年団体の活動につ

2

いても十分な活動が実

9

施できず、全体的には

歳

目標 青年団体を支援す

の

る。

に達しなかった。

人

その理由は、新型コロ

数

ナウイルス感染症の影

人

響により、一部事業の

1

開催が中止となったこ

8

とが ⑤生涯学習施設を

,

計画的に改修・修繕を

8

行い、快適な学習の場

2

を提供

考えられる。 す

5

る。

・当施策の令和４

-

年度の決算額は約3億

-

3,768万円で、前

-

年度の約3億4,75

。

5万円に比べ約987

「

万円の減となった。

主

対

な要因は、計画的に実

　

施している公民館の修

象

繕額の減による。

」
③生涯学習施設 ③ 生涯学習施設の数(累計) 件 42 - - - ③自立できる青少年が増えることは、青少年の健全育成が

④ 成果指標 図れている表れと考えられるため。

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 ④楽習講師の開講数が、学習の場が提供できていると考え

①主体的に学習し、その学習成果を地域社会へ還元する。 日頃から生涯学習活動に取り組んでいる市 目標 31 32 33 34 られるため。
① ％

②青少年が健全に成長する。 民の割合(単年度) 実績 34.4 - - -

③学習の環境が整う。 学習成果を還元する取組を行う市民の割合 目標 13 13.5 14 14.5
施策の目的 ② ％

(単年度) 実績 28 - - -
「意　図」

自分が成長し自立したと感じる新成人の割 目標 93.5 94 94.5 95 ① 市政に関するアンケート調査
③ ％

合(単年度) 実績 100 - - - 成果指標の ② 市政に関するアンケート調査

楽習講師が社会還元した件数（年度ごとの 目標 310 320 330 340 取得方法 ③ 成人式企画運営委員会アンケート


